
1.詰め込みすぎない 4.グラフの色味と罫線に気をつける

5.フォントを揃える

2.余白をとる

6.チェックリスト

3.色彩ルールを設定する

グラフの色味と罫線に問題がある

「プレサポ」というサイトが参考になります。インターネットで「プレサポ 配色」と検索すると色見本とパワーポイントがダウンロードできるので、活用してください。

　鉄則は「1つのシートには1つのテーマにする」ということです。たくさんのトピックを入れてしまうと聴衆が読み疲れしてしまいます。記憶に残るように簡
潔なシートを作り、聴衆への「理解」と「インパクト」を意識してシートを作成してください。

　グラフについては、シート全体の色彩ルールをベースとして、強調したいデータを主役の色にし、比べるデータは彩度を落とすなどの工夫をしましょう。
また、グラフはデータ内容に目を向けてもらうためにも、余計な罫線を入れないようにするといいです。

　シート全体に色彩ルールを設定しましょう。色に統一感があると見え心地が良くなります。白背景に黒文字をベースにして、メインカラー・サブカラー・
キーカラーの3色で構成することをオススメします。

≪参考文献≫ウジトモコ.『デザイン力の基本 簡単だけど、すごく良くなる77のルール』.本実業出版社.2019年
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詰め込みすぎている

余白をとれていない

色彩ルールを設定していない

フォントを揃えていない

スライドの作り方 ～伝わるデザイン～

　余白がないシートは、1つのシートに情報量が多くなることで聴衆が読み疲れするうえに、見た目にゆとりがないことで聴衆の読む気が失われるという
デメリットがあります。そのため、ある程度の余白をとるようにするといいでしょう。ただし、余白だらけのシートが続くのもよくないです。バランスを考える
ようにしてください。

　原則2種類までの使用を推奨します。それ以上フォントを使ってしまうと統一感に欠けてしまいます。
　基本的にはメイリオかゴシックを使いましょう。このプリントではタイトルと小見出しに「AP Rゴシック体S」、本文が「MS Pゴシック」を使用しています。ま
た、サンプル画像のシート内では「メイリオ」のみが使用されています。
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